
  

一 

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
又
は
再
開
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
同
意
に
関
す
る
法
律
（
案
） 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
又
は
再
開
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
同
意
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
都
道
府
県
が
当
該
特
定
都
道
府
県
の
地
域
並
び
に
当
該
特
定
都
道
府
県
の
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
原
子
力
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
」
と
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第

五
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
都
道
府
県
」
と
は
、
原
子
力
災
害
対
策
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
五
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
対
策
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
重

点
的
に
実
施
す
べ
き
都
道
府
県
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
原
子
力
災
害
」
と
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害



 

二 

を
い
う
。 

４ 
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
を
い
う
。 

５ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

発
電
用
原
子
炉
で
あ
っ
て
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条

の
三
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
を
い
う
。 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
同
意
） 

第
三
条 

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
後
初
め
て
当

該
許
可
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
（
発
電
の
た
め
の
使
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ

っ
て
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
三
十
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
可
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
使
用
の
開
始
に
つ
い
て
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知
事
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



  

三 

２ 

特
定
都
道
府
県
の
知
事
は
、
前
項
の
協
議
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
協
議
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
原
子
力

災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
、
当
該
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
当
該
特
定
都
道
府
県
の
地
域
及
び
住
民
に
及
ぼ
す
影
響
、

当
該
原
子
力
災
害
に
関
す
る
当
該
特
定
都
道
府
県
の
地
域
に
係
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三

号
）
第
二
条
第
十
号
イ
に
掲
げ
る
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
又
は
同
号
ハ
に
掲
げ
る
都
道
府
県
相
互
間
地
域
防
災
計
画
の
整

備
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
地
域
並
び
に
当
該
特
定
都
道
府
県
の
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保

護
の
観
点
か
ら
、
当
該
協
議
に
係
る
同
項
の
同
意
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
協
議
に
係
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
設

置
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

特
定
都
道
府
県
の
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
特
定
都
道
府
県

に
包
括
さ
れ
る
市
町
村
で
あ
っ
て
、
当
該
決
定
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す

べ
き
市
町
村
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
長
（
当
該
特
定
都
道
府
県
の
加
入
す
る
広
域
連
合
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
広
域
連
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、

原
子
力
災
害
対
策
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
も
の
の
長
及
び
当
該

広
域
連
合
の
長
（
同
法
第
二
百
九
十
一
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
八
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り



 

四 

長
に
代
え
て
理
事
会
を
置
く
広
域
連
合
に
あ
っ
て
は
、
理
事
会
）
）
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

特
定
都
道
府
県
の
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
決
定
に
係

る
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
（
当
該
行
政
機
関
が
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
行
政
機
関
）
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
条 

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
後

初
め
て
当
該
許
可
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
使
用
の
開
始
に
つ
い
て
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知
事
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
協
議
及
び
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
に
係
る
通
知
） 

第
五
条 

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の



  

五 

同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
同
意
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
開
始
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知
事
に
対
し
、
そ
の
旨
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
停
止
に
係
る
通
知
） 

第
六
条 

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
停
止

し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知
事
に
対
し
、
そ
の

旨
及
び
そ
の
理
由
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
再
開
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
同
意
） 

第
七
条 

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
条
の
理
由
が
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の

認
可
に
係
る
変
更
の
工
事
、
事
故
の
発
生
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
理
由
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
由
に
よ
り

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
停
止
し
た
後
初
め
て
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
で
あ
っ
て
、

電
気
事
業
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用

の
再
開
に
つ
い
て
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知
事
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら



 

六 

な
い
。 

２ 
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
協
議
及
び
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必

要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
八
条 

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
六
条
の
理
由
が
前
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
理
由
に
該
当
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
理
由
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
停
止
し
た
後
初
め
て
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
再
開
に
つ
い
て
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設

に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知
事
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
協
議
及
び
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必

要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
再
開
に
係
る
通
知
） 

第
九
条 

実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一

項
の
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
同
意
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
再
開
し
た
と
き
又
は
第
七
条
第
一

項
の
政
令
で
定
め
る
理
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
停
止
し
た
後
初
め
て
当
該
発
電
用
原
子
炉
施



  

七 

設
の
使
用
を
再
開
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
都
道
府
県
の
知

事
に
対
し
、
そ
の
旨
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
十
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

（
過
料
） 

第
十
一
条 

第
五
条
、
第
六
条
又
は
第
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
通
知
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
通
知
を
し
た
者
は
、
十
万
円
以

下
の
過
料
に
処
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行

す
る
。 

（
政
令
へ
の
委
任
） 



 

八 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 



  

九 

理 

由 

 

原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
の
地
域
並
び
に
当
該
都
道
府
県
の
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
原
子
力
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
又
は
再
開
に
係
る

当
該
都
道
府
県
の
同
意
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


